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「
第
二
の
緑
の
革
命
―

�

作
物
の
光
合
成
能
の
向
上
を
め
ざ
し
て
」

�
泉
井　

桂　

京
都
大
学
名
誉
教
授　

京
都
大
学
理
学
部
化
学
科
卒
業

（
一
九
六
四
）、
同
大
学
院
生
物
化
学

専
攻
（
理
学
博
士
）。
同
学
科
に
て

助
手
・
助
教
授
を
経
て
、
同
大
学
農

学
部
農
林
生
物
学
科
応
用
植
物
学
教

授
、
続
い
て
同
大
学
院
生
命
科
学
研

究
科
分
子
代
謝
制
御
学
教
授
。
定
年
後
、
近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部
教
授
お

よ
び
客
員
教
授
（
二
〇
一
六
年
ま
で
）。
主
な
研
究
テ
ー
マ
：
炭
酸
固
定
酵

素
（PEPC

）
の
触
媒
お
よ
び
活
性
調
節
の
分
子
機
構
、
本
酵
素
の
遺
伝
子

の
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
立
体
構
造
の
解
明
、
Ｃ
３
植
物
に
Ｃ
４
光
合
成
能

を
付
与
す
る
試
み
、
遺
伝
子
操
作
に
よ
る
植
物
へ
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の

資
化
能
の
付
与
な
ど
。

代
表
論
文
・
書
籍
：
二
酸
化
炭
素
：
化
学
・
生
化
学
・
環
境
、
東
京
化
学

同
人 

編
・
著
（
一
九
九
四
）、Annu. Rev. Plant Biol. 

（
二
〇
〇
四
）、

N
ature 

（
二
〇
一
一
）。

は
じ
め
に

世
界
人
口
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
、
今
世
紀
半
ば
に
は
深
刻
な

食
糧
不
足
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
消
費
す
る
食
料
の
60
％
以

上
を
輸
入
に
頼
る
我
が
国
に
と
っ
て
も
こ
れ
は
他
人
事
で
は
な
い
。

現
在
、
世
界
各
地
の
多
く
の
研
究
者
が
〝
飛
躍
的
に
〟
穀
類
の
生
産

性
を
高
め
る
方
法
を
求
め
て
、
種
々
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
。

振
り
返
れ
ば
、
１
９
４
０
年
半
ば
か
ら
１
９
７
０
年
に
か
け
て
、

穀
類
の
生
産
性
が
飛
躍
的
に
高
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
米
国
の

農
学
者
ボ
ー
ロ
ー
グ
博
士
ら
は
（
図
１
）、
背
丈
の
低
い
コ
ム
ギ
の

突
然
変
異
株
の
も
つ
遺
伝
子
を
、
古
典
的
な
掛
け
合
わ
せ
の
手
法
で

コ
ム
ギ
と
イ
ネ
に
導
入
し
、
窒
素
肥
料
を
多
量
に
与
え
て
も
、
背
丈

は
高
く
な
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
収
量
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
品
種

を
作
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
と
く
に
東
南
ア
ジ
ア
や
メ
キ
シ
コ
な
ど

で
は
、
１
９
８
０

年
頃
の
穀
類
の
生

産
量
は
以
前
よ
り

２
・
５
倍
増
加
し
、

10
億
人
の
人
々
を

飢
え
か
ら
救
っ

た
。
こ
の
農
業
技

術
の
開
発
は
〝
緑

の
革
命
〟
と
賞
讃

さ
れ
、
ボ
ー
ロ

ー
グ
博
士
に
は
、

京
都
鴨
沂
会 

教
養
講
座

図１
“緑の革命” の父　ボーローグ博士。
“You canʼt build a peaceful world 
on empty stomachs and human misery.”
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１
９
７
０
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
近
年
こ
れ
ら
の

新
品
種
の
収
量
は
ほ
ぼ
上
限
に
達
し
た
た
め
、
さ
ら
に
新
規
な
原
理

に
よ
る
多
収
穫
品
種
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
品
種
は

多
量
の
化
学
肥
料
を
必
要
と
す
る
た
め
、
過
剰
の
肥
料
に
よ
る
河
川

の
富
栄
養
化
な
ど
に
よ
る
汚
染
も
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
よ
り
持

続
可
能
な
農
業
に
役
立
つ
新
し
い
品
種
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
世
界
人
口
は
、
２
０
０
０
年
の
61
億
人
か
ら
２
０
５
０
年
に

は
93
億
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、
例
え
ば
ア
ジ
ア
で
は
食
料
の
必
要

量
は
約
２
・
５
倍
増
加
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
飛
躍
的
な
食

糧
増
産
技
術
の
開
発
が
早
急
に
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
わ

ゆ
る
〝
第
二
の
緑
の
革
命
〟
が
切
に
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〝
第
二
の
緑
の
革
命
〟
の
目
標
は
光
合
成
能
の
増
強

昔
か
ら
農
業
は
、収
量
を
高
め
る
た
め
に
、病
虫
害
に
強
く
、冠
水
・

旱
魃
や
低
温
・
高
温
な
ど
の
天
災
に
も
負
け
な
い
品
種
の
作
成
を
行

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
飛
躍
的
な
増
産
の
目
標
は
達

成
で
き
そ
う
に
な
い
。
そ
こ
で
浮
上
し
て
き
た
の
は
、
植
物
の
個
々

の
葉
の
光
合
成
能
を
、
高
め
よ
う
と
い
う
育
種
目
標
で
あ
る
。
近
年

急
速
に
発
展
し
た
光
合
成
の
基
礎
研
究
に
基
づ
い
て
、
遺
伝
子
操
作

技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
図
的
に
植
物
を
改
変
し
て
新
し

い
機
能
を
付
与
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

光
合
成
の
化
学
反
応
は
主
と
し
て
葉
の
葉
緑
体
の
中
で
進
行
す

る
。
こ
の
反
応
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換

す
る
反
応
（
明
反
応
）
と
こ
の
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
空
気
中

の
Ｃ
Ｏ
２
か
ら
グ
ル
コ
ー
ス
や
デ
ン
プ
ン
を
合
成
す
る
反
応
（
暗
反

応
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
１
９
６
７
年
に
は
、
暗
反
応
の
様
式

の
異
な
る
植
物
が
発
見
さ
れ
、
従
来
の
植
物
を
Ｃ
３
植
物
、
新
し
い

様
式
を
も
つ
植
物
を
Ｃ
４
植
物
と
よ
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ネ
や
コ

ム
ギ
を
は
じ
め
大
部
分
の
植
物
は
前
者
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
サ
ト
ウ

キ
ビ
を
含
む
ご
く
一
部
の
植
物
は
後
者
に
属
す
る

Ｃ
４
植
物
は
温
帯
か
ら
亜
熱
帯
の
比
較
的
乾
燥
し
た
土
地
に
生
育

し
、
Ｃ
３
植
物
は
低
温
帯
か
ら
熱
帯
に
わ
た
っ
て
比
較
的
湿
潤
な
土

地
に
よ
く
生
育
す
る
。
両
者
の
光
合
成
特
性
を
比
較
す
る
と
、
耕
地

面
積
あ
た
り
の
最
大
生
産
性
は
Ｃ
４
植
物
が
２
倍
高
く
、
さ
ら
に
一

定
の
収
量
を
得
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
水
の
量
が
Ｃ
４
植
物
は

Ｃ
３
植
物
の
１
／
２
以
下
と
栽
培
に
よ
り
好
適
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
有
用
な
Ｃ
３
植
物
に
Ｃ
４
植
物
の
光
合
成
能
を
付
与

（
Ｃ
３
植
物
の
Ｃ
４
化
）
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
食
料
の
生
産
力

を
飛
躍
的
に
高
め
、〝
第
二
の
緑
の
革
命
〟
が
達
成
で
き
る
と
期
待

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
３
植
物
と
Ｃ
４
植
物
の
違
い

Ｃ
３
植
物
で
は
光
合
成
は
葉
肉
細
胞
が
行
う
が
、
Ｃ
４
植
物
で
は

分
化
し
た
２
種
類
の
細
胞
、
葉
肉
細
胞
と
維
管
束
鞘
細
胞
が
分
担
し

て
行
う
。
図
２
は
イ
ネ
（
Ｃ
３
植
物
）
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
Ｃ
４
植

物
）
の
葉
の
横
断
面
の
写
真
と
こ
れ
ら
の
細
胞
の
Ｃ
Ｏ
２
の
固
定
反

応
と
同
化
経
路
を
模
式
的
に
示
し
て
い
る
。
イ
ネ
で
は
、
葉
肉
細
胞

だ
け
に
葉
緑
体
（
黒
く
み
え
る
）
が
あ
り
、
維
管
束
鞘
細
胞
に
は
葉
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緑
体
は
存
在
し
な
い
（
白
く
見
え
る
）。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は
、
葉

肉
細
胞
に
少
し
、
維
管
束
鞘
細
胞
に
多
量
に
葉
緑
体
が
存
在
し
、
冠

（
ク
ラ
ン
ツ
）状
に
な
ら
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。Ｃ
４
植
物
で
は
、

葉
肉
細
胞
は
Ｃ
Ｏ
２
を
捕
ま
え
て
濃
縮
し
維
管
束
鞘
細
胞
に
供
給
す

る
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
イ
ネ
な
ど
で
は
Ｃ
Ｏ
２
の
最
初
の
同
化
産

物
は
炭
素
数
が
３
つ
の
化
合
物
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
は
炭
素
数
４

つ
の
化
合
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｃ
３
植
物
（
Ｃ
３
光
合

成
）
と
Ｃ
４
植
物
（
Ｃ
４
光
合
成
）
と
い
う
。

Ｃ
４
光
合
成
の
立
役
者
―PEPC

ホ
ス
ホ
エ
ノ
ー
ル
ピ
ル
ビ
ン
酸
カ
ル
ボ
キ
シ
ラ
ー
ゼ
（PEPC

）

は
、
炭
素
数
３
つ
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
合
物
（PEP

）
に
Ｃ
Ｏ
２

を
結
合
さ
せ
て
Ｃ
４
化
合
物
を
合
成
す
る
反
応
を
触
媒
し
、
Ｃ
４

光
合
成
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
私
た
ち
は

１
９
８
４
年
にPEPC

遺
伝
子
のD

N
A

の
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
と
塩
基
配

列
の
解
読
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
。
さ
ら
に
大
阪
大
学
と
の
共

同
研
究
に
よ
っ
てPEPC

の
酵
素
タ
ン
パ
ク
質
の
３
次
元
構
造
を
Ｘ

線
結
晶
解
析
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
解
明
し
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

Ｃ
４
光
合
成
に
関
与
す
るPEPC

は
970
個
の
ア
ミ
ノ
酸
残
基
が
直
線

状
に
つ
な
が
っ
た
比
較
的
大
き
な
ペ
プ
チ
ド
か
ら
な
り
、
そ
れ
が
折

り
た
た
ま
れ
て
一
定
の
立
体
構
造
を
と
っ
て
い
る
（
図
３
）。
細
胞

図２
�C4光合成とC3光合成の葉の横断面と二酸化炭素

（CO2）の同化経路の比較。（左半分）C4植物（ト
ウモロコシ）G. Edwards撮影、（右半分）C3植
物（イネ）島根大 小林和広教授撮影。

図３
C4光合成の炭酸固定酵素（PEPC）の立
体構造。点線で囲ったサブユニットが４
つ会合している。矢印は、触媒機能およ
び活性調節機能に関与する部位を示す。
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の
中
で
は
こ
の
構
造
体
（
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
）
が
４
つ
集
合
し
て
存
在

す
る
。
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
の
表
面
に
は
、
酵
素
の
触
媒
機
能
を
担
う
部

位
、
活
性
調
節
機
能
を
担
う
部
位
な
ど
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ

ら
を
化
学
的
な
方
法
や
遺
伝
子
操
作
に
よ
る
突
然
変
異
の
導
入
法
な

ど
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
知
見
を
積
み
重
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
必
要
と
す
る
機
能
を
付
与
し
た
酵
素
を
作
成
し
、

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〝
Ｃ
３
植
物
の
Ｃ
４
化
〟
：PEPC
の
導
入

Ｃ
４
光
合
成
を
触
媒
す
る
酵
素PEPC

の
遺
伝
子
を
ク
ロ
ー
ニ
ン

グ
で
き
る
と
、
誰
も
が
ま
ず
期
待
す
る
の
は
、
こ
の
遺
伝
子
を
Ｃ
３

植
物
に
導
入
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
直
ち
に
光
合
成
能
が
高
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
世
界
各
地
で
行
わ
れ
た
実
験
の
結

果
は
ど
れ
も
否
定
的
で
あ
っ
た
。PEPC

遺
伝
子
を
単
独
で
導
入
す

る
の
で
は
だ
め
で
、
い
く
つ
か
の
他
の
酵
素
も
一
緒
に
入
れ
て
Ｃ
４

回
路
の
よ
う
な
代
謝
系
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
傾
い
て
き

た
。Ｃ

Ｏ
２
を
持
続
的
に
捕
集
し
て
濃
縮
・
供
給
す
る
反
応
経
路
を
導

入
す
る
最
も
簡
単
な
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
二
つ
の
実
験
計
画

（
Ａ
と
Ｂ
）
を
た
て
、
そ
れ
ぞ
れ
タ
バ
コ
と
ト
マ
ト
を
用
い
て
実
験

を
行
っ
た
。
計
画
Ａ
で
は
改
良PEPC

と
も
う
一
つ
の
酵
素
を
葉
緑

体
内
で
働
く
よ
う
に
し
た
も
の
、
計
画
Ｂ
で
は
さ
ら
に
２
種
類
の
運

搬
体
を
葉
緑
体
の
膜
に
導
入
し
た
も
の
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
植
物
に
よ
る
光
合
成
能
の
大
幅
な
増

強
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

予
期
せ
ぬ
収
穫
と
し
て
、
計
画
Ａ
に
よ
る
形
質
転
換
植
物
は
野
生

型
に
比
べ
て
、
乾
燥
、
塩
害
、
高
温
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
抵

抗
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
み
つ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
植
物

は
、
昨
今
の
よ
う
に
気
候
の
変
動
が
多
様
で
か
つ
激
し
く
な
っ
て
き

た
時
代
に
は
役
立
つ
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

Ｃ
４
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
展
望

究
極
の
目
標
は
、
Ｃ
３
植
物
の
イ
ネ
を
Ｃ
４
化
し
て
“C4 Rice

”

を
作
成
し
て
、
食
料
の
増
産
に
資
す
る
こ
と
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
あ
る
国
際
イ
ネ
研
究
所
が
中
心
と
な
っ
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
世
界
各
地
の
研
究
者
が
各
自
の
得
意
と
す
る
領

域
で
困
難
な
問
題
の
技
術
的
な
解
決
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
て

初
め
て
Ｃ
４
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
達
成
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
代
謝
経

路
の
導
入
に
加
え
て
、
２
種
類
の
細
胞
の
発
生
・
分
化
の
機
構
、
両

細
胞
間
の
物
質
の
輸
送
を
担
う
管
の
形
成
、
維
管
束
鞘
細
胞
に
よ
る

ク
ラ
ン
ツ
構
造
の
形
成
と
葉
脈
間
の
距
離
の
短
縮
な
ど
な
ど
基
礎
的

な
研
究
も
ま
だ
及
ん
で
い
な
い
分
野
も
多
く
、
大
変
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン

グ
で
あ
る
。
幸
い
、
遺
伝
子
の
改
変
や
導
入
の
技
術
の
進
歩
は
著
し

く
、
遺
伝
子
の
発
現
の
制
御
の
分
子
機
構
を
解
明
す
る
手
段
も
飛
躍

的
に
進
歩
し
て
き
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
駆
使
す
れ
ば
、
Ｃ
４
化
の
目

標
が
意
外
に
短
期
間
に
達
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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「
埴
輪
と
古
墳
時
代
の
人
々

�

︱
古
代
国
家
成
立
前
夜
の
社
会
像
︱
」

�

古
谷　

毅　

京
都
国
立
博
物
館
研
究
員

國
學
院
大
學
大
学
院
博
士
課
程
後

期
単
位
取
得
。
高
校
勤
務
を
経
て

１
９
９
１
年
か
ら
東
京
国
立
博
物

館
・
京
都
国
立
博
物
館 

研
究
員
。

専
門
は
日
本
考
古
学
史
、
古
墳
時
代

金
属
器
・
埴
輪
・
文
字
資
料
な
ど
の

３
Ｄ
・
Ｃ
Ｔ
等
手
法
も
用
い
た
調
査
・
研
究
。『
学
習
漫
画 

日
本
の
遺
跡
な

ん
で
も
事
典
』
白
石
太
一
郎
編
、
集
英
社
、『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
581

号
（
特
集
：
古
墳
時
代
金
属
製
甲
冑
研
究
の
新
段
階
）、
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
社　
『
別
冊
太
陽　

古
墳
時
代
美
術
図
鑑
』（
日
本
の
こ
こ
ろ
246
）、平
凡
社
、

『
黄
泉
国
訪
問
神
話
と
古
墳
時
代
出
雲
の
葬
制
︱
考
古
学
・
地
質
学
・
歴
史

学
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
︱
』
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
共
書
・
編
著
お
よ
び
多
数
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

１
、
は
じ
め
に　

︱
古
墳
時
代
の
社
会
︱

　

古
墳
時
代
は
、
前
方
後
円
墳
を
中
心
と
し
た
古
墳
が
東
北
か
ら
九

州
地
方
ま
で
共
通
の
基
準
で
造
ら
れ
、
社
会
の
仕
組
み
が
墓
造
り
に

表
れ
た
時
代
で
す
。
前
期
は
、
３
世
紀
中
頃
に
前
方
後
円
（
方
）
墳

が
出
現
し
、
西
日
本
を
中
心
に
地
域
統
合
の
進
展
と
共
に
政
治
的
シ

ス
テ
ム
が
成
立
し
ま
し
た
。
中
期
（
５
世
紀
）
は
、
埴
輪
を
伴
う
前

方
後
円
墳
が
鹿
児
島
県
か
ら
岩
手
県
ま
で
拡
大
し
、
生
活
・
文
化
様

式
の
斉
一
化
が
進
み
ま
し
た
。
後
期
（
６
世
紀
）
は
横
穴
式
石
室
が

普
及
し
、
地
方
毎
に
前
方
後
円
墳
の
盛
衰
や
古
墳
文
化
の
多
様
性
の

進
展
と
共
に
中
央
・
地
方
の
差
が
拡
大
し
、
６
世
紀
末
頃
に
は
前
方

後
円
墳
と
埴
輪
の
築
造
・
生
産
が
停
止
し
ま
す
。
終
末
期
（
７
世
紀
）

は
、
主
要
地
域
の
大
型
方
墳
・
円
墳
や
八
角
形
墳
と
併
行
し
て
群
集

墳
の
築
造
が
続
く
一
方
、畿
内
各
地
を
中
心
に
寺
院
建
立
が
進
展
し
、

冠
位
制
定
な
ど
の
中
央
集
権
化
と
大
王
周
辺
へ
技
術
・
権
力
が
集
中

し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
６
９
６
年
以
降
は
政
治
的
拠
点
（
藤
原
京
・
平

城
京
）
の
建
設
や
律
令
の
発
布
が
行
わ
れ
、
日
本
古
代
律
令
国
家
が

成
立
し
ま
し
た
。

２
、
古
墳
時
代
の
人
々
と
暮
ら
し

人
々
の
生
活
の
基
本
は
、
衣
・
食
・
住
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
住
居

は
草
葺
き
屋
根
の
竪
穴
住
居
と
掘
立
柱
建
物
で
、
居
宅
に
は
大
型
建

物
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
衣
服
は
５
世
紀
初
頃
の
大
陸
騎
馬
文
化
の

渡
来
に
伴
い
、
人
物
埴
輪
に
見
ら
れ
る
上
着
と
ズ
ボ
ン
（
袴
）・
ス

カ
ー
ト（
裳
）の
ツ
ー
ピ
ー
ス
が
伝
来
し
ま
し
た（
第
１
図
）。
ま
た
、

食
事
も
５
世
紀
に
竈カ

マ
ド
と
甑コ

シ
キ
の
伝
来
で
調
理
が
急
速
に
変
化
し
、
従
来

の
鍋
（
甕
）
で
オ
カ
ユ
（
御
粥
）
状
の
料
理
か
ら
蒸
し
料
理
に
よ
る

オ
コ
ワ
（
御
強
）
を
中
心
と
し
た
調
理
が
普
及
し
ま
し
た
。
平
安
時

代
に
成
立
し
た
日
本
的
食
事
の
起
源
と
も
い
え
、
６
世
紀
頃
か
ら
発

達
し
た
手
持
食
器
や
７
世
紀
の
箸
の
伝
来
と
共
に
、
現
在
に
至
る
食

事
ス
タ
イ
ル
が
確
立
し
た
時
代
で
す
。
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３
、
埴
輪
群
の
構
成

埴
輪
は
最
初
に
弥
生
土
器
が
発
達
し
た
円
筒
埴
輪
な
ど
が
成
立

し
、
や
が
て
建
物
や
儀
式
に
使
う
道
具
形
の
形
象
埴
輪
が
出
現
し
ま

す
。
５
世
紀
末
頃
に
は
、
新
た
に
多
様
な
人
物
・
動
物
埴
輪
が
登
場

し
、
葬
送
の
儀
式
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
具
体
的
に
表
現
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
第
２
図
）。

埴
輪
は
、
大
別
し
て
土
器
系
統
と
形
象
（
非
土
器
）
系
統
の
埴
輪

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
古
墳
出
現
と
共
に
成
立
し
た
土
器
系
統
の
壺

形
埴
輪
・
円
筒
埴
輪
と
、
壺
・
円
筒
を
組
み
合
わ
せ
た
朝
顔
形
埴
輪

で
す
。
次
に
、
４
～
５
世
紀
に
出
現
し
た
形
象
埴
輪
は
、
他
よ
り
早

く
建
物
や
付
属
施
設
な
ど
を
象
っ
た
家
形
埴
輪
（
Ａ
）、
続
い
て
多

様
な
器
財
（
形
）
埴
輪
（
Ｂ
）
が
出
現
し
ま
し
た
。
器
財
埴
輪
は
、

威
儀
具
の
蓋

キ
ヌ
ガ
サ・

翳サ
シ
バ形

な
ど
を
は
じ
め
、
甲
冑
・
靱ユ

キ

・
盾
・
大
刀
や
椅

子
・
帽
子
な
ど
の
武
器
・
武
具
な
ど
の
器
物
を
写
し
て
い
ま
す
。
Ａ
・

Ｂ
は
古
墳
の
墳
頂
部
な
ど
に
樹タ

て
ら
れ
、
中
期
に
な
る
と
前
方
後
円

墳
の
く
び
れ
部
に
設
け
ら
れ
た
造ツ

ク
リ
ダ
シ出
部
な
ど
に
樹
て
ら
れ
ま
し
た
。

人
物
埴
輪
（
Ｃ
）
は
５
世
紀
後
半
に
現
れ
、盛
装
男
女
を
は
じ
め
、

武
人
・
文
人
や
狩
人
・
鷹
匠
・
楽
人
・
力
士
形
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

職
掌
を
表
し
て
い
ま
す
。
後
期
に
は
、
大
半
の
動
物
埴
輪
（
Ｄ
）
も

成
立
し
、
犬
・
猪
・
鵜ウ

形
や
鹿
・
水
鳥
、
そ
の
他
の
猿
・
ム
サ
サ
ビ

や
魚
形
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
・
Ｄ
は
古
墳
周
濠
の
外
堤
や
帆
立
貝

式
前
方
後
円
墳
の
前
方
部
・
墳
丘
裾
な
ど
、
古
墳
の
外
側
か
ら
よ
く

第２図
さまざまな形象埴輪（小林1951）

第１図
古墳時代の人々　復原図　（白石編1999）
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見
え
る
場
所
に
樹
て
ら
れ
た
こ
と
が
特
徴
で
す
。

４
、
人
物
埴
輪
の
役
割

人
物
埴
輪
の
第
一
は
椅
子
等
に
坐
り
冠
な
ど
を
被
る
盛
装
の
人
物

像
で
、
弾
琴
男
子
や
正
坐
女
子
な
ど
と
同
様
に
様
々
な
所
作
を
表
現

し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
両
手
を
衝
く
跪
坐
男
子
な
ど
と
共
に
、
形
象
埴
輪
群
の
中
心
部

分
に
位
置
す
る
可
能
性
が
高
い
人
物
像
で
す
。
次
に
、
全
身
像
を
中

心
に
、
盛
装
男
女
・
武
人
・
力
士
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

手
（
矢
）
負
い
の
猪
と
犬
の
組
合
せ
も
多
数
認
め
ら
れ
、
明
確
に
狩

猟
場
面
の
表
現
と
み
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
首
に
紐
表
現
の
あ
る
鵜ウ

形

で
は
嘴

ク
チ
バ
シに
小
魚
像
を
銜ク

ワ

え
た
例
も
あ
り
、
鵜
飼
な
ど
の
表
現
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
馬
・
牛
形
や
水
鳥
形
な
ど
の
動
物
や
、
威
儀
具
・

武
器
武
具
形
の
器
財
類
の
列
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
墳
丘
裾
な

ど
を
巡
る
円
筒
埴
輪
・
朝
顔
形
埴
輪
な
ど
の
埴
輪
円
筒
列
と
、
こ
れ

に
伴
う
盾
持
人
形
埴
輪
が
あ
り
ま
す
。

埴
輪
群
の
配
列
状
況
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
は
人
物
・
動
物
や
器
財

埴
輪
の
組
み
合
わ
せ
で
、
一
定
の
場
面
を
表
現
し
て
い
る
可
能
性
が

高
い
と
み
ら
れ
ま
す
。
坐
位
男
子
や
立
位
女
子
を
中
心
と
し
た
グ
ル

ー
プ
は
饗
応
・
儀
礼
の
場
面
を
彷
彿
と
さ
せ
、
犬
・
猪
と
狩
人
の
グ

ル
ー
プ
や
鷹
・
鷹
匠
と
鵜
の
存
在
は
狩
猟
の
場
面
を
表
現
し
た
可
能

性
が
高
い
も
の
で
す
（
第
３
図
）。
こ
の
ほ
か
、
全
身
像
で
表
現
さ

れ
る
力
士
や
乳
幼
児
と
女
子
を
表
し
た
母
子
像
な
ど
も
、
こ
の
よ
う

な
儀
式
の
場
面
と
の
関
係
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
人

物
埴
輪
は
、
動
物

埴
輪
と
一
体
と
な

っ
て
グ
ル
ー
プ
を

形
成
し
て
い
る
例

が
多
い
こ
と
が
判

り
ま
す
。
出
現
時

期
の
異
な
る
器
財

埴
輪
群
と
の
組
合

せ
も
こ
れ
ら
の
場

面
と
共
通
す
る
性

格
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
埴
輪

群
全
体
で
当
時
の

社
会
に
お
け
る
重

要
な
場
面
を
あ
た
か
も
オ
ム
ニ
バ
ス
式
に
表
現
し
て
い
る
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
物
埴
輪
に
は
ま
だ
ま
だ
判
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ

こ
に
は
古
墳
時
代
の
人
々
の
活
動
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
く
、
儀
礼
な
ど
を
通
し
て
一
定
の
秩
序
さ
え
も
反
映
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
人
物
埴
輪
は
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
埴
輪

と
一
体
と
な
っ
て
日
本
古
代
国
家
成
立
期
の
人
々
の
姿
を
立
体
的
に

表
現
し
、
当
時
の
社
会
像
を
具
体
的
に
映
し
出
し
て
い
る
可
能
性
が

高
い
大
変
貴
重
な
歴
史
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第３図
人物埴輪群の組合せ

（群馬県保渡田Ⅶ遺跡・６世紀：若狭2000）


